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平成 25 年 4 月 

宇部市 総合政策部 企画課 



 地方税法の改正に伴い、平成 20 年 5 月から始まった「ふるさと納税制度」です

が、おかげ様で平成 24 年度も多くの皆様から「ふるさと宇部」を想われるお気持

ちと、たくさんのご寄付をいただきました。平成 24 年度に頂いたご寄付について、

ご報告させていただくとともに、あらためてお礼を申し上げます。 

 今日の宇部市の発展は「共存同栄・協同一致」の精神が基礎となっています。こ

の言葉は「みなが心を一つにして、ともに栄えていこう」という意味で、大正 10

年の市制施行日にあわせて宣言されたものです。皆様のふるさとを想うお気持ちは、

これからの宇部市が栄えていくための大切な支えとなります。その想いを胸に「み

んなで築く 活力と交流による元気都市」を目指してまいります。 

 さて、市制施行 100 周年に向け、スタートを切った昨年は、「宇部市防災条例」

や「宇部市中小企業振興基本条例」による取組を始めたほか、「はつらつポイント

制度」など、市民サービスの向上に繋がる新たな事業を始めました。 

 ときわ公園では、「常盤公園動物園ゾーン基本計画」や「ときわ公園緑と花の計

画」を策定したほか、経済産業省から「ときわ公園次世代エネルギーパーク」計画

の認定を受けました。また、今年秋に開催する第 25 回ＵＢＥビエンナーレに向け

て、「ＵＢＥビエンナーレ世界一達成市民委員会」とともにさまざまな企画を提案

していくことにしています。 

引き続き、市民の方に喜んでいただける市政を推進することにより、本市の魅力

を全国に発信し、地域活性化に繋げていきたいと思います。 

本市といたしましても、引き続き皆様にご支援いただけるようなまちづくりに努

めてまいりますので、これからもふるさとの未来のために多くの皆様からのご支援

をいただきますようお願い申し上げます。 

 

平成 25 年 4 月 

 

 

宇部市長   
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１ 平成 24 年度ふるさと納税の状況について 

 

寄付合計金額   39,282,000 円 

ＵＢＥビエンナーレ(現代日本彫刻展)の開催 59,000 円 

ときわ公園の整備､活性化 49,000 円 

産学連携の推進による産業振興 423,000 円 

緑と花の整備によるまちづくり 1,000 円 

未来を担う子どもたちへの教育支援 135,000 円 

市長にまかせる 38,615,000 円 

 

基金合計金額   10,000,000 円 

創舎地域貢献基金（株式会社 創舎） 10,000,000 円 

 

 

寄付頂いた方 

個人 32 人 

坂本 友一郎 様 佐々木 淳惠 様 是枝 繁行 様 寺田 光一郎 様 

安田 永一 様 原 智彦 様 出雲 与嗣 様 三輪 芳久 様 

大森 宏 様 下坂 大司 様 入江 慎一 様 岡村 浩 様 

村岡 眞史 様 伊東 秀昭 様 花柳 津由宏 様 塩山 隆介 様 

福田 秀樹 様 福田 賀代子 様 中谷 人志 様 今橋 隆一 様 

中西 純夫 様 匿名希望 11 人   

 

 

法人・団体 

 株式会社 安田建設  

 株式会社 創舎  

 山口県トラック協会山口支部 

 匿名希望 3 社 
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２ 寄付金の活用について 

平成 24 年度に篤志者の皆様から頂いたふるさと納税の寄付金は、選んでいただ

いた分野で、今年度、次のとおりに活用させていただきます。 

 

（１）ＵＢＥビエンナーレ(現代日本彫刻展)の開催 

 

ＵＢＥビエンナーレ(現代日本彫刻展)の開催についてのご寄付は、申込件数 5 件、

金額は 59,000 円でした。第 25 回ＵＢＥビエンナーレ応募作品展開催に活用させて

いただきます。 

平成 24 年 2 月に、「ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）を考える会」を設置

し、ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）の今後のあり方について議論を深め、

5 月に提言書をいただきました。そしてそれを受けて 10 月に「ＵＢＥビエンナー

レ世界一達成市民委員会」を設置し、市民総参加のアートイベントを目指し、官民

協働で平成 25 年秋の 25 回展開催に向けて準備を進めているところです。 

これからも創意工夫を凝らし、皆様により親しんでいただけるＵＢＥビエンナー

レを開催していきます。 

 

 

 

 

（２）ときわ公園の整備､活性化 

 

ときわ公園の整備､活性化についてのご寄付は、申込件数 4 件、金額は 49,000 円

でした。さくらまつり、しょうぶまつり、サマーフェスタをはじめ、１年を通して

実施される様々なイベントに活用します。 

特に 12 月から 1 月にかけて開催したＴＯＫＩＷＡファンタジアでは、イルミネ

ーションコンテストに市内外から過去最高となる 120 団体の作品が出展され、期間

中の来園者も 6 万人と最高値を記録しました。 
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平成 25 年度以降は、「常盤公園活性化基本計画」に基づき、動物園ゾーンの全面

改修や「花いっぱい運動記念ガーデン」の整備など、園内の施設を充実させるとと

もに、動物、植物、彫刻、景観など既存する貴重な資産を有効に活用し、集客につ

ながるイベントを実施していきます。 

 

 
 

 

（３）産学連携の推進による産業振興 

 

産学連携の推進による産業振興についてのご寄付は、申込件数 4 件、金額は

423,000 円でした。市内企業と学術研究機関や産業支援機関との連携による研究開

発・実用化等を支援し、地域経済の活性化に繋がるよう産学連携による産業振興を

進めます。 
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（４）緑と花の整備によるまちづくり 

 

緑と花の整備によるまちづくりについてのご寄付は、申込件数 1 件、金額は 1,000

円でした。春・秋年 2 回実施しています花壇コンクールなど、花であふれるまちづ

くりに活用します。 

市民運動の花いっぱい運動から始まった花壇コンクールは、平成 23 年の秋のコ

ンクールで記念すべき 100 回目を迎えることができました。今後も宇部市の伝統を

絶やすことなく、花であふれるまちづくりの一環として実施していきます。 

 

 

 

 

（５）未来を担う子どもたちへの教育支援 

 

未来を担う子どもたちへの教育支援についてのご寄付は、申込件数 4 件、金額は

135,000 円でした。小学校図書館の図書購入など、未来を担う子どもたちの教育環

境を充実させるための事業に活用します。 
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（６）市長にまかせる 

 

市長にまかせるとされたご寄付は、申込件数30件、金額は38,615,000円でした。 

その内、寄付者様から特に要望が無かったもの（申込件数 19 件、金額 32,925,000

円）は、「ご近所福祉活動推進事業」と「ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）

の開催」に活用させていただきます。 

                           

    
 

 

 

「ご近所福祉活動推進事業」は、子どもから高齢者まで障害の有無に関わらず、誰

もが気軽に集え、様々な交流や活動を行う地域福祉の拠点を整備し、地域住民の交

流や地域福祉活動を活発化することで、身近な地域で安心安全に生活できる地域づ

くりを推進することを目的としています。 

この事業は平成 22 年度開始していますが、3 年目を迎える平成 25 年度の整備・

充実のため活用させていただきます。 
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また、寄付者様のご希望で、シティセールス関係に使用して欲しいと要望があっ

たご寄付が 3 件 2,400,000 円、文化関係に使用して欲しいと要望があったご寄付が

3 件金額 1,600,000 円、交通安全関係に使用して欲しいと要望があったご寄付が 1

件 50,000 円、子ども福祉関係に使用して欲しいと要望があったご寄付が 2 件金額

30,000 円、スポーツ関係に使用して欲しいと要望があったご寄付が 2 件 1,610,000

円ありました。 

 

シティセールス関係の寄付金については、PR グッズの作成及び新たな取組の企

画の経費に活用させていただきます。そのうち PR グッズについては、「第 25 回 UBE

ビエンナーレ（現代日本彫刻展）」の開催に併せて、市を PR するために利用します。 

 

文化関係の寄付金については、本市ゆかりの洋画家で今年が生誕 100 年にあたる

松田正平さんの記念事業に活用させていただきます。 

 

子ども福祉関係の寄付金については、「子育てマップ」の印刷代の一部に活用さ

せていただきます。「子育てマップ」は、妊娠、出産から就学後までの育児期間に

必要となる大切な情報を掲載しているガイドブックで、市内の妊産婦や育児中の市

外からの転入者等に配付しています。 

 

        

 

 

 

スポーツ関係の寄付金については、多くの市民が参加する市民スポーツ大会の開

催や、スポーツを始めるきっかけとなるような新たなスポーツ大会の開催に対する

助成金の一部に活用させていただきます。 
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３ まちづくり応援！冠基金 

 宇部市では平成 23 年 10 月 25 日に、今後のさらなる発展と輝かしい未来に向け

たまちづくりを積極的に展開していくため、「まちづくり応援！冠基金」を創設し

ました。 

平成 24 年度も平成 23 年度に続き、株式会社 創舎様から「創舎地域貢献基金」

への寄付がありました。 

 

 

（１）創舎地域貢献基金（株式会社 創舎） 

基金状況 

平成 23 年度 10,000,000 円（平成 23 年 11 月 14 日寄付） 

平成 24 年度 10,000,000 円（平成 24 年 12 月 27 日寄付） 

 

寄付者のご紹介 

            社名 株式会社 創舎 

            本社 宇部市西岐波宇部臨空頭脳パーク 5 番 

            業務内容 

            カタログ、パンフレット、リーフレット、ダイレク   

トメール、チラシ、ポスター、POP 等のデザイン・印刷。

ラジオ・テレビの CM 制作。イベントの企画・運営。 
 

寄付の目的（趣意書より） 

株式会社創舎は、昭和 56 年（1981 年）1 月に、ここ宇部市において社員 3 人で

スタートして以来、地域の皆様のご支援とご愛顧に支えられ、平成 23 年（2011 年）

の今年、お陰さまで 30 年の節目を迎えることができました。現在では、社員も 180

人となり、「印刷工場を持った広告代理店」として、地域の皆様のご要望にお応え

できるよう企業活動を展開しています。 

そこで、弊社では、創立 30 年の節目に、地域の皆様に育てていただいたことへ

のわずかながらのお返しとして、地域貢献ができればという思いから、このたび、

宇部市に寄付をさせていただくこととしました。 
 

寄付の使途 

活動の意欲をお持ちであっても社会的・経済的な事情でそのきっかけがつかめな

いでいらっしゃる方や、社会的に弱い方々を表に出ずに懸命に支えておられる団体、

また、未来を担う青少年のお役に立てていただくことを希望します。 
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寄付の活用 

【子ども笑顔サポート事業】 

 未来を担う子どもたちの夢の実現をサポートするため、夢の実現につながる活動

の支援をしています。（1 人あたり最大 30 万円）  

 平成 24 年度に支援する活動は次のとおりです。 

  ・小学校高学年の「硬式野球合宿」への参加 

  ・小学校高学年の「山口少年少女の船」への参加 

 

 

【ソーシャルサポート起業支援】 

 意欲があっても社会的、経済的な事情で就労や起業のきっかけが掴めない方に対

して、経費の一部を支援しています。（1 件あたり最大 50 万円） 

 

 ＜起業した事業の紹介＞ 

店名 「憩いの場 フォーチューン やました」 

 

場所 宇部市五十目山町 

開業年月 平成 24 年 9 月 

事業主 山下 貴子 

事業の紹介 平成 23 年 6 月まで八百屋、たばこ店として約 60 年間営業してい

た「山下商店」を改装し、「母が店を営んでいたころモットーにし

ていた“人が集まる場所”にし地域貢献したい」との思いで、喫

茶店を開業しました。手作りのシフォンケーキ、うどん、スムー

ジーが人気で、店舗に駄菓子も置いてあることから、子どもから

年配の方まで常連客が増えているところです。 

 

 

【ソーシャルビジネス創出支援】 

 宇部市内で実施するソーシャルビジネス（高齢化問題、環境問題、子育て、教育

問題などの社会的課題をビジネスで解決する事業）を開始する事業者に対して、経

費の一部を支援しています。（1 件あたり最大 100 万円） 

 

＜起業した事業の紹介＞ 

店名 お弁当「はなぶさ」 

 

場所 宇部市上宇部 39 番地 13 

開業年月 平成 24 年 12 月 

事業主 特定非営利活動法人むつみ会 

事業の紹介 知的障害者を雇用したお弁当屋さん。障害者が生産・調理・販売

まで関わることで、ビジネスマナー、コミュニケーションスキル

を身に付けるとともに、障害者と健常者のバリアフリー、ともに

支えあうユニバーサル社会を目指しています。 
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４ 最後に 

 平成 25 年度においても、「ふるさと納税制度」を利用した寄付を募集し、本市が

重点的に取り組んでいる事業の充実のために使用します。 

また、昨年と同様 1 万円以上ご寄付をいただいた方に、ふるさと納税の趣旨に賛

同頂いた地元協賛企業から提供された商品を、お礼の品としてお贈りしています。 

ふるさと宇部の未来のために、これからも多くの皆様からのご支援を、引き続き

よろしくお願い申し上げます。 

 

商品をご提供いただいた協賛企業 

・宇部マテリアルズ株式会社 

宇部市相生町 8 番 1 号 宇部興産ビル 5F 

電話 0836-31-0156 

 

【協賛企業提供商品】 

●無添加宣言 洗顔パウダー 

天然植物成分を配合した、お肌

に優しい植物成分洗顔パウダーで

す。モイスチャー成分とエモリエ

ント成分のＷ保湿効果でお肌の潤

いを守ります。（泡立てネット付） 

 

●薬用クリーム セラミドプラス 

 皮膚に存在する成分（セラミド）

を角質層から補い、しっとりとお

肌を潤す薬用クリームです。弱酸

性なのでデリケートな赤ちゃんの

お肌にも使えます。 

 

●薬用はみがき天然優選 Dr.Apa15 

 天然成分配合主体で高純度のハイドロキシアパタイトを配合した薬用歯みがき

です。気になる添加物を除き、歯と歯ぐきの健康を追求しました。 

 

宇部市 総合政策部 企画課 

TEL：０８３６－３４－８１１６  E-mail：furusato@city.ube.yamaguchi.jp 

ふるさと納税応援ホームページ（宇部市を応援してください） 

http://www.city.ube.yamaguchi.jp/shisei/shoukai/furusatonouzei/ 
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